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ジャイナ教の行伝説話 における転輪聖王

山 畑 倫 志

1.は じ め に

理想 の君主 の呼称 として仏 教,ヒ ン ドゥ.一教 の文 献 に度 々現 れ る転 輪 聖 王

(Cakravartin)は ジ ャイ ナ教 の伝統 の中で も頻繁 に言及 され る.ジ ャイナ教 の説話

にはその行伝 を主題 とした説話 が数多 くあ り,単 な る特徴 の記述 に止 ま らず,具

体 的な行伝 とい う形 を取 ってい る.し か し,ジ ャイナ教 の説話文献 は未刊行 の も

の も多 くその全容 は明 らかではない.本 稿で はその一例 として写本 にのみ残 るア

パ ブ ランシャ語(Ap.)の 説 話Harisenacariu(Skt.Harisenacarita)(HC)を 取 り上

げて,そ の伝承過程 を検討す る.

2.行 伝 説 話 と そ の 言 語

ジャイナ教徒 たちは説話,詩 な どに関 して はサ ンスク リッ ト語(Skt)を 用 いつ

つ も同時にそれ らを俗語 で著 し,俗 語使用の伝統 を保持 し続 けて いた.そ の際用

い られ た言語 はJaina Maharastri(JM.),Jaina Sauraseni,そ してAp.で あ る.そ れ ら

はSkt.の 作 品 の翻案 に も,ま た独 自の作品 の作成 に も活用 され,膨 大 な量 の文献

が作 られた.〃Cに 用 い られ てい るAp.は 種 種 の プラー ク リッ ト語(Pkt.)の 中 で

も よ り近代諸語 に近 い特徴 を見せ る1).ま た,現 存す る作 品 はほぼ全 て韻文 の形

式 を とってい る2).Pkt.に は散文の説話集 な どが残 ってい るの にも拘 らず,Ap.の

作 品にはそれが現段 階では発見 され ていない.こ こか らAp.は 詩,文 学 の作成 に

特化 した言語 として位置づ け られ ていた と考 え られ る.

ジ ャイナ教の六十三偉 人3)の 行伝 を記 した行伝説話 はジャイ ナ教説話 の中核 を

占め る.ジ ャイナ教で は行伝説話 の ことを一般 に白衣派 ではcaritraも し くはcari-

ta,空 衣 派 で はpuranaと 呼 ぶ4).ま たPkt.で はcariya,Ap.で はcariuな どの名称

が どち らの派で も用 い られてい る.六 十三偉人 の中には十 二人の転輪聖王 も含 ま
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れ て い る.Bharataksetra全 土 の支配者 で あ るこ とな どその基本 的な性格 は仏教等

の もの と同等 と見 な しうる.し か し,そ の細 かな属性 に関 しては種種 の違 いも見

受 け られ る.例 えぼ,転 輪聖王 の所 有す る宝物 は仏典 に一般 的 に見 られ る七 宝と

は異な り,14のratnaと9のnidhana/nidhiが 示 されて いる5).な お,プ ラー ナ文献

で も14のratnaが 示 されてい る6).

3.HCに 見 られ る転 輪 聖 王

本稿 で は転輪聖王 の行伝説話 の一つHCを 取 りあげ る.こ の作品 の刊本 は未 だ

存在 しないため,Jaipurで 得 られ た二本 の写本7)を 元 に校 訂 ・翻訳 の作業 を進 め

ているが,屈 折語尾 に関 しては二写本 間にかな りの程度一貫 した相違 が存在 する.

TagareはAp.は 作 品の成 立地域 と言語特徴 よ り東部,西 部,南 部の三種 の区別 が

できる としている8).た だ,現 在残 っているAp.の 作 品 は西部の もの に大 き く偏 っ

てお り,特 にジャイ ナ教 の説話 の大部 分 は西部 に分類 されて い る.HCも 写 本 の

所蔵地及 び言語特徴 か ら西部 の もの と判断 してい る.本 稿 で は言語 の問題 に関 し

ては これ以上 は論 じない.ま た,写 本 中には明 らかに著者で ある と判 断で きるよ

うな名 前 は見 られず9),そ の成 立年代 を判 断す る根拠 も今 の ところはない.全 体

の構 成 は4つ の 章(samdhi)か ら な っ て お り,そ れ ぞ れ13,12,21,19の 節

(kadavaka)10)を 持 つ.偈 は基 本的 に2脚 か らな るが,節 の末尾 に は4脚 か らな る

ghatta韻 律11)の 偈 が挿入 され る.偈 の総数 は583で あ る.

内 容 は10番 目 の転輪聖 王で あ るHarisenaが 故 郷 を出 て,放 浪 し,転 輪聖王 に

な り,涅 槃 に至 るまでを描 いた作 品で ある.Rarnayanaの 敵 役 で あるRavanaと そ

の父Sumalinと の会話 を導入 として始 まる。Kampilyaに 住 む王子Harisenaが ジ ナ

の教 えを勧 める母 に従 わない父 を憂 えて王子 の位 を捨 てて放浪 に旅立っ(第1章).

放 浪 の途 中で寄 った苦行者の庵で戦禍 を避 けて滞在 していた王女Madanavaliと 出

会 い,互 いに慕 い あ うも別離 の憂 き目に会 う.し か し,別 の放浪先で狂暴 な象 を

調伏 し,勇 士 として讃 え られ,そ の地 の王 女達 と結 婚 す る(第2章).そ の 後,

ヴ ィ ドヤーダ ラの王女 の使 いに よ り攫わ れて,そ の王女 と結婚す る も,そ の兄 た

ち と争 いに な り,激 しい戦 いの後 に勝 利す る.そ の後,Madanavaliの 国 を救 い,

自国に凱旋 し,つ い には転輪聖王 とな る(第3章).そ して最後 に,現 世 の幸福 に

むな しさを感 じた彼 はジナの教 えに従 って苦行者 とな り,涅 槃 を得 る(第4章).

転 輪 聖王 としての行伝 は第3章 で終 わって お り,そ の末尾 のghattaに お いて著
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者 の名 らしきものが ある.そ のた め第4章 は付加 された もの とも感 じられ るが,

他 の説話 に含 まれ るHarisenaの 行 伝 も苦行者 とな り涅槃 を得た と記 してい る.こ

れはジ ャイ ナ教 の転輪聖 王一般 に見 られ る特徴 で あるので12),第4章 は付加 され

た ものではない.仏 教で は転輪聖 王 と仏 を対比 させ てい るの に対 してジャイナ教

で は転輪聖王 となった後 に,出 家 し苦行者 となって涅槃 に入 る とされて いる.

4.HCの 伝 承 過 程

HCの 登場人物,話 の筋,表 現 方法等 にはそれ以前の作品 か らの借用 と考 え ら

れ る点 がい くつかあ る.そ の由来 につ いて はPaumacariya(PCV)内 のHarisenaの

行 伝 とBrhatkatthaの 関 係 を土田龍太郎 氏が論 じて い るが13),本 稿 では ジャイナ教

の伝統 の中での伝承過程 を対 象 とす る.こ のHarisena王 の一編 は他 の大部 のジャ

イナ教 説話 に も簡 単 な形 で はあるが,包 含 されてい る.HCと 同様 の構 成 を持 っ

もの として は,ラ ー マ物 語 の ジャイ ナ教 的翻案 で あ るJM.のPCV,及 び それ に

習 った と考 え られ るSkt.のPadmapurana(PP),Ap.のPaumacariu(PCS)が あ る.

下 図はV.M.Kull〈arniに よ るジャイナ教 の ラーマ物語 の系譜 図14)を 基 に作成 した

HCの 系譜図で ある.こ れ らの翻案 ラーマ物語 にはRamayanaに は見 られない六十

三偉人 の行伝 が織 り込 まれて いる.Kulkarniは 図 にあ るようにPCVを 最 古 のジャ

イナ教 ラーマ物 語で ある と見 な し,PPとPCSは それ ぞれ直接 にPCVを 参 照 した

もの と してい る.こ こで はそれ に従 ってHCの 系統 を考 え る.PCVは8.143-210

の部 分 をHarisenaの 行 伝 に割 いてお り,そ の話 の筋や 固有名詞 は ほぼ完全 に 〃C

と一致 してい る.そ れ に続 くPPは 作 品全体 としてPCVの 影 響下 にある ことが明

らかであ り,内 容 もほぼ同 じで ある.こ れに は8.272-401にHarisenaの 行 伝が収

め られてい る.HCの 行 伝 においても話 の展 開 はPCVと ほ ぼ同様 で あ り登場人物

達 同士 の会話がや や増 えて い る程 度で ある.PCSは 〃Cと 同様 にAp.に よ るもの

で あ り,さ らに後代 の もの と考 え られてい るが,Harisenaへ の言及 は11.2の9偈

のみであ り,そ の表現 は極 めて簡潔 であ る.〃Cの 著者が独 自にPCSを 敷 術 して

PCV,PPと 同 じ内容 になった とは考 えが たい.そ れゆ え,HCは 同 一言語 のPCS

の記 述 か ら作成 された ものではな く,PCVか らPPへ の 流れ を汲んだ作品 と考 え

られ る.ま た,HCに はPCV,PPに は 少 な い修 辞 的 な 表 現 が 見 受 け られ る.

Madanavaliが 初 め てHarisenaに 出 会 い,恋 に落 ち た場 面 の表 現 を比較 す る と,

PCVとPPの 簡 潔 な表 現 に対 して 〃Cで は2.4.4-8に お いてHarisenaの 描 写や感
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情表現等について比喩を多用 していることが知 られる.

datthuna ya harisenarn kanna sa•@laliyajovvanapunna / 

pulayanti na ya tippai viddha kusumauhasarehim // (PCV 8. 160) 

nagavatyah suta tasmin drstva tam rupasalinam /

manmathasya sarair viddha tanuviklavatakaraih // (PP 8. 304) 

anurau jau pekkhevi tiya / sukumaramanohara ahiyasiya // 4 

dhavalujjalanettavisaliyahem / harisenu vi pekkhai valiyahem // 5 

paviyambhiu pimmarayaramanu / vammaharai ukkovanajalanu // 6 

savadammuha jhatti nievi thium / nam nayanihi kamthagahanu kium // 7 

annunnaneha anuraiyae / piyadamsani samgummaiyae // 8 (HC 2. 4)

HCと 同 じPPの 系 統 に属す るTrisastisalkapurusacarita(TC)も 修 辞 的表 現 に富

んでお り,そ の点で はHCと 類似 してい る.し か しTC7.12のHarisenaの 行 伝の

内容は大半が転輪聖王 の特 質 を述べ るに止 まってお り,固 有名詞 も相 当数異な っ

てい る.し たがって,HCはTCを 介 在 していない と考 えられ,上 記の系譜図 にお

け るHCの 位置 を定 めた.た だ,こ の ような修 辞表現 はジャイ ナ教 ラーマ物 語の

伝 統か らだ けで は説 明で きない.イ ン ドー般 の美 文学や説話文学 の表現 の影 響が
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予 想 され る.今 後 の課題 はAp.の 作 品に対す るKavyaの 影 響 を明 らかに し,ジ ャ

イナ教説話 の変容 の過程 を探 る ことである.
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ヴ ィ ン テ ル ニ ッ ツ 著 『ジ ャ イ ナ 教 文 献 』1976,P.456に も 掲 載 さ れ て い る.

〈キ ー ワ ー ド〉Harisenacaiu,転 輪 聖 王,ア パ ブ ラ ン シ ャ 語,行 伝,Jain Ramayana

(北 海 道 大 学 大 学 院)
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According to legend, Shinran's 親鸞 mother was the daughter of Minamo-

tono Yoshiie's源 義 家legitimate son Yoshichika義 親.There is a strange

story which was created in recent times that it is possible she was born in

the extension at Tsubo-ji. It is said that Yoshichika colninitted murder and

mayhem hither and yon until subdued in January 1108 by Taira no Masamori

平 正 盛,grandfather of Taira no Kiyomori平 清 盛. If we suppose this daugh-

ter was born in 1108, since Shinran was born in 1173, her mother would have

given birth at age 65.

155. The legend of Sati in the Kalika purana 

Chisato MAEDA 

Sati is a daughter of Daksa and a wife of Siva. Daksa celebrated a festival 
of sacrifice, but did not invite Sati or Siva. Hence, she was racked with grief 

and perished by throwing herself into a fire. The gods hacked to pieces her 
dead body. The fragments of her dead body fell down everywhere. Those 

places, in which many goddesses were born, have been called Sakta-pltha. 
The legend of Sati is an important myth that explains the origin of Sakta-

pithas. Moreover the legend is related to the custom of widow suicide in 
Hindu society. 

How is Sati described in the Kalika-purana which was composed to 

spread Sakti's worship? In this paper I address two points, the birth and the 
death of Sati. 

156. The Cakravartins in the Jain Carita Literatures 

Tomoyuki YAMAHATA 

The Harisenacariu (Skt. Harisenacarita) is an example of Apabhramsa nar-

rative literature and Harisena is one of the twelve Cakravartins in the Sixty-
three Jain Great Men (Salaka/Maha-purusas). Though the Jain features of the 

cakravartin basically correspond with Buddhist ideas, there are various dif-

ferences. Particularly, the Buddhist cakravartins are the sovereign of this
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world to the end, the Jain cakravartins renounce worldly pleasures and enter 
nirvana; the last (fourth) chapter of the Harisenacariu describes it in detail. 

Some Jain Ramayana texts contain the biography of Harisena. To locate 

the Harisenacariu in the tradition of Jain Ramayanas, the story of Harisena 
is comparable with the Paumacariya, the Padmapurana, the Paumacariu 

and the Trisastisalakapurusacarita. According to V. M. Kulkarni, the Pau-

macariya is the oldest and divided into three branches. Among them, the 
Padmapurana resembles the Harisenacariu in plot. However, the Pauma-

cariu simplifies Harisena's story. 

Although Harisenacariu has many rhetorical expressions and the Trisasti-
salaka-purusacarita abounds with them, these are different from each other 

both in plot and proper names. 
 We can conclude that the Harisenacariu belongs to the Padmapurana 

branch, not derived from the Paumacariu, and that there is no direct connec-
tion with the Trisastisalakapurusacarita. 

157. A Study on the Oriya Mahabharata Discovered in Japan 

Shobha Rani DASH 

A palm leaf manuscript of the Oriya Mahabharata written by the famous 

Oriya poet Sudramuni Srisaraladasa of the mid 15th c. was transmitted to 
Tsusima-cho of Ehime prefecture in Japan during the 18th century A.D. It is 

assumed that the manuscript was transcribed in the beginning of the 17th c. It 
was written in the medieval Oriya language usingthe medieval Oriya script 

except the invocation to Lord Ganesa, which is in Sanskrit. It consists of 221 

leaves (transcribed on both sides), a few blank leaves and a bamboo cover. In 
the beginning and the end of the manuscript it mentions clearly that it is the 

first part of the Aranyakaparba of the Mahabharata. It is a typical manu-
script of Orissa, an Eastern state in India. The most interesting point to note 

is that it is not just an Oriya translation of the Sanskrit Mahabharata, but is 
an Oriya version of it. Since 2001, I have been working on its romanized 
edition and Japanese translation along with Mr. Nobuyuki Kashiwahara and
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